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おことわり 

１） 本書の内容の全部または一部を、無断転載することは禁止されています。 

２） 本書の内容は、改良のため予告なしに変更することがあります。 

３） 本書の内容について、ご不審な点やお気付きの点がございましたらご連絡ください。 

４） 本製品を運用した結果の内容の影響につきましては、３）に関わらず責任を負いかねますので 

ご了承ください。 

 

© DTS INSIGHT CORPORATION All Rights Reserved． 

Printed in Japan 

① 本製品は弊社ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ専用の定義体です。弊社ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ以外では

ご使用にならないでください。 

 

② 対象マイコンと定義体との対応を誤って使用すると、ターゲットシステムを破壊する恐れがあ

ります。本製品のマイコンパックで対象となるマイコンをご確認してからご使用ください。 

 

③ ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットシステムとのインタフェイスＩＣ（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥ

ＳＳ内部ＩＣ）電源用に数ｍＡの電流をＴＶｃｃｄ端子より消費いたします。 

 

④ デバイスファンクション又は、ファンクション実行中には、ＳＤカードの脱着は、行わないで

ください。実行中に、脱着してしまいますとＳＤカードを破壊する恐れがあります。 
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１．概要 

 ＦＲＸ８４０は、型名：ＡＦＸｘｘｘのＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳシリーズで使用可能な定義体です。 

ＦＲＸ８４０は、ルネサスエレクトロニクス社製：Ｓｙｎｅｒｇｙシリーズを対象とする、これと

同一のアルゴリズム・プロトコルで書き込み可能なフラッシュメモリ内蔵マイコンを対象とします。 

 ＡＦＸとターゲットの接続には、ＰＨＸ４００をご使用ください。 

 その他のプローブケーブルについては、弊社または代理店にお問い合わせください。 

 

※本マニュアルで記載について 

ＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳまたは本体：型名 ＡＦＸｘｘｘの本体のことを指します。 

   ハードウェアマニュアル：ＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔ  

Ｆｌａｓｈ Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒ ハードウェアマニュアル 

   操作マニュアル：ＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔ 操作マニュアル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ご注意 ＞ 

 必ずお客様がお使いになられるフラッシュメモリ内蔵マイコン用のマイコンパックと組み合わせて

ご使用ください。 

 書き込み方式の異なるマイコンに対するご利用は、ターゲットマイコン及びそれを含むユーザシス

テムを破壊する恐れがあります。 
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２．仕様 

 

２－１．対象マイコンと仕様 

 特に記載なき項目は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ標準に準じます 

 

型名 ＦＲＸ８４０ 

ターゲットマイコン ＦＲＸ８４０Ｍｘｘマイコンパックで規定 

Ｃｏｄｅ Ｆｌａｓｈ 容量 同上   ※１ 

Ｄａｔａ Ｆｌａｓｈ 容量 同上   ※１ 

Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 容量 同上   ※１ 

Ｃｏｄｅ Ｆｌａｓｈ アドレス 同上   ※１ 

Ｄａｔａ Ｆｌａｓｈ アドレス 同上   ※１ 

Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ アドレス 同上   ※１ 

ターゲットインタフェイス 

 

ＳＷＤインタフェイス 

１．２５Ｍ／２．５Ｍ／３．３Ｍ／５Ｍ／８Ｍ／１０Ｍｂｐｓ 

 

デフォルト ＦＲＸ８４０Ｍｘｘマイコンパックで規定 

書き込み時のターゲット 

マイコン動作周波数 
同上 

書き込み時のターゲット 

インタフェイス電圧 
同上 

 

 対象マイコンの詳細は各種マイコンパックのユーザーズマニュアルをご参照ください 
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※１：本定義体の対象とするマイコンでは、Ｃｏｄｅ ＦｌａｓｈとＤａｔａ Ｆｌａｓｈ等の複

数のメモリ領域を持つものが存在します。 

各メモリのアドレス空間をそのまま利用しライタのバッファメモリを構築するとバッファメ

モリが大きくなってしまうため、ライタ上では仮想のアドレスに変換して各メモリのデータ

を保持します。 

マイコンへの書き込み時は、再度アドレスを変換して元のアドレスに戻して書き込みます。 

下記にアドレス変換の例を示します。 

Address Object File  Address 

NET IMPRESS 

Buffer 

Memory  Address 

Target 

Memory 

#00000000 

 

 

 

#003FFFFF 

Code Flash  #00000000 

 

 

 

#003FFFFF 

Code Flash  #00000000 

 

 

 

#003FFFFF 

Code Flash 

   #00400000 

 

#0040FFFF 

Data Flash 

 

   

#40100000 

 

#4010FFFF 

Data Flash 

 

    #40100000 

 

#4010FFFF 

Data Flash 

     

 

 

   

 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリの見え方は以下表のようになります。 

メモリ名称 本来の先頭アドレス（例） 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの 

バッファメモリ先頭アドレス（例） 

Ｃｏｄｅ Ｆｌａｓｈ ＃００００００００ ＃００００００００ 

Ｄａｔａ Ｆｌａｓｈ ＃４０１０００００ ＃００４０００００ 

 

以下の操作を行う場合、アドレスの読み替えに注意が必要です。 

・ターゲットアドレス及びバッファアドレスのアドレスを指定する場合、バッファメモリのアドレス

に置き換えてください。 

・エディット機能で表示される（又は指定する）アドレスは、バッファメモリのアドレスに置き換えて

ください。 

 

＊Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ設定領域のデータは拡張子“＊．ＹＣＲ”のファイルに格納されます。 

 ＹＣＲファイルの詳細につきましては、第５章をご参照ください。 
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２－２．機種固有のパラメータ設定 

 リモートコントローラ（ＳＷＸ６００）を利用して次の初期設定を行います。 

 リモートコントローラのご利用方法については、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの操作マニュアル（ソフト

ウェア）をご参照ください。 

 

２－２－１．Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ ウィンドウの設定 

 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ 画面上で、ターゲットマイコンにあったパラメータ設定を行います。 
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① ＴＶｃｃ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ 

ターゲットマイコンの動作電圧の下限値から０．１Ｖ程低い値を設定頂く事を推奨致します。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットマイコンの動作電圧（ＴＶｃｃ）を監視しており、この電圧

がここで設定する電圧値以上の時に、デバイスファンクションを実行します。 

ＡＦＸ１００でのＴＶｃｃスレッショルドの設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マ

ニュアル【 ２．３．２ ＴＶＣＣ ＴＨＲＥＳＨＯＬＤ 】をご参照ください。 

 

 

② Ｆｌａｓｈ ＲＯＭ【 Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ 】 

フラッシュメモリ領域（Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ）を設定してください。 

ＡＦＸ１００での、Ｆｌａｓｈ ＲＯＭの設定はできずに、表示のみとなります。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マニュアル【 ２．３．１ ＰＲＯＧＲＡＭ ＡＲＥＡ 】を

ご参照ください。 

 

 

③ ＲＯＭ Ｂｌｏｃｋ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 

フラッシュメモリのブロック構成を設定します。 

 

＜ ブロック情報テーブル ＞ 

ブロック情報テーブルは、ブロックグループＮｏ．、ブロックグループのスタートアドレス、 

ブロックサイズの３情報からなります。 

ブロックグループＮｏ．： Ｇｒｏｕｐ１～Ｇｒｏｕｐ１４までの１４Ｇｒｏｕｐが指定できます。 

   連続したブロックサイズの等しい一群のブロックを一つのブロック 

   グループとして、アドレスの若い方から、若い番号のブロック番号を 

付与します。 

スタートアドレス： ブロックグループの開始アドレスです。 

   このアドレスからブロックサイズで定められた大きさのフラッシュ 

   メモリが連続して並び、一つのブロックグループを構成します。 

ブロックサイズ： ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、次の（ブロック）グループアドレスまで、 

   このブロックサイズで定められたフラッシュメモリブロックが連続して 

   配置されるものと解釈されます。 

   また、ブロックサイズを 1にするとアクセス禁止領域となります。アク 

セス禁止領域はデバイスファンクション実行領域でも、デバイスファン 

クションが実行されません。 
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例 ） 

ブロックグループＮｏ． スタートアドレス ブロックサイズ 

１ ＃００Ｆ８００００ ＃００００８０００ 

２ ＃００ＦＡ００００ ＃０００１００００ 

 

 

スタートアドレス 

 

＃Ｆ８００００ → 

 

＃Ｆ８８０００ → 

 

＃Ｆ９００００ → 

 

＃Ｆ９８０００ → 

 

＃ＦＡ００００ → 

 

 

＃ＦＢ００００ → 

 

 

＃ＦＣ００００ → 

 

 

＃ＦＤ００００ → 

 

 

＃ＦＥ００００ → 

 

 

＃ＦＦ００００ → 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブロックグループ１ 

上の例では、＃Ｆ８００００から３２Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックが次のブロックグループの

スタート（＃ＦＡ００００）まで連なる 

事を示します。 

ブロックグループ２ 

上の例では、＃ＦＡ００００から６４Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックがフラッシュメモリの最終

アドレス（＃ＦＦＦＦＦＦ）まで連なる 

事を示します。 
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④ ＭＣＵ Ｃｌｏｃｋ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ 

本定義体では、動作クロックの設定は必要ございません。 

 

 

⑤ ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅ 

プログラム終了時のセキュリティ及びオプションバイト設定の有無を設定します。 

値 LCD ConfigurationClear処理 ConfigurationSet処理 

0000 St’d 有 有 

0001 Opt.0 有 無 

0010 Opt.1 無 有 

0011 Opt.2 無 無 

 

 

⑥ ＷＤＴ Ｃｌｏｃｋ Ｐｅｒｉｏｄ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、オンボードプログラミング中に定周期のクロックパルスを出力する 

機能を持っています。この周期を利用する場合はＷＤＴ周期の設定を行います。 

ＡＦＸ１００でのＷＤＴ設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マニュアル【 ２．３．

３ ＷＤＴ ＳＥＴＴＩＮＧ 】をご参照ください。 

 

 

⑦ Ｄａｔａ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとターゲットマイコン間の通信設定を指定します。 

ＦＲＸ８４０では、ウィンドウの各項目を次のように設定してください。 

 

・Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ 

 ＳＷＤを選択してください。 

 ＡＦＸ１００での通信路設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マニュアル【 ２．４．

３ Ｉ／Ｆ ＳＥＬＥＣＴ 】をご参照ください。 

 

・Ｂａｕｄ Ｒａｔｅ 

 ＡＦＸ１００での通信速度設定はＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マニュアル【 ２．４．

１ ＢＡＵＤＲＡＴＥ ＳＥＴＴＩＮＧ 】をご参照ください。 

  



 

11 

 

⑧ ＭＣＵ Ｔｙｐｅ 

この項目へ設定された内容が、ウィンドウ左上部のＭＣＵ Ｔｙｐｅ及びＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ 

本体上に表示されます。 

マイコンの型名、お客様の装置型名など任意の文字を２０桁まで入力できます。 

 

 

⑨ ＯＫ 

Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ウィンドウ内容の設定をＹＩＭフォルダ内の定義体ファイルに

反映します。 

①～⑧の設定変更後は、他のウィンドウに移る前に必ず、ＯＫキーを押してください。 

ＯＫキーが押されなければ、パラメータは反映されません。  
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２－２－２．Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウの設定 

 Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウ上では、次の３項目の設定を行います。 
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① Ｄｅｖｉｃｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ 

マイコンへのデバイスファンクションの対象領域を設定します。 

通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 

デバイスファンクションアドレスは、その設定アドレス値によりフラッシュメモリのブロック境界

アドレスに自動アライメントされます。 

この自動アライメントされた領域に対して、デバイスファンクションが実行されます。 

 

 

② Ｂｕｆｆｅｒ Ａｒｅａ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリ上のデータをセーブ・ロード（バイナリファイルの場合） 

する領域を設定します。 

通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 

 

 

③Ｖｅｒｉｆｙ Ｍｏｄｅ 

Ｅ．Ｐ．Ｒ、ＰＲＯＧＲＡＭ実行時のベリファイモードを設定します。 

デバイスファンクションＥ．Ｐ．Ｒ、ＰＲＯＧＲＡＭ時に実行されるＲｅａｄ Ｖｅｒｉｆｙは、Ｒ

ｅａｄ Ｖｅｒｉｆｙ Ｍｏｄｅで設定されているベリファイが実行されます。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのベリファイモード設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの操作マニュアル（ス

タンドアロン）をご参照ください。 

・ＳＵＭ ＲＥＡＤ 

マイコンからＰｒｏｇｒａｍを行った領域のＳＵＭ値を読み出し、プログラマがＰｒｏｇｒａｍ

時に転送した書き込みデータのＳＵＭ値と比較します。 

・ＦＵＬＬ ＲＥＡＤ 

プログラマがマイコンへＰｒｏｇｒａｍを行った領域のデータを送信し、マイコン側でフラッシ

ュメモリデータとの比較を行います。 

 

 

④ＯＫ 

ウィンドウ内容の設定をＹＩＭフォルダ内の定義体ファイルに反映します。 

①～③の設定変更後は、他のウィンドウに移る前に必ず、ＯＫキーを押してください。 

ＯＫキーが押されなければ、パラメータは反映されません。 
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２－２－３．Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ ２の設定 

 本定義体を使用してマイコンに書き込みを行う際には、書込み時のパラメータに設定した上で書き

込みを行う必要がございます。パラメータの設定は、Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ ２を使用し

て設定します。 

なお、この設定ウィンドウには、マイコン固有パラメータが設定されています。 

 

 設定変更が必要な場合は、事前に必ず弊社サポートセンタまで、ご相談ください。 
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２－３．デバイスファンクションと実行機能 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのデバイスファンクション起動時に実行される機能は以下のとおりです。 

 

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧﾝｸｼｮﾝ ERASE BLANK PROGRAM READ E.P.R COPY 

対

象

メ

モ

リ

域 

フラッシュメモリ 

一部領域 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

フラッシュメモリ 

全領域 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

アクセス禁止領域

の設定による実行

の回避 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

 

ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘに対する 

実行動作 

■Erase  □Erase  ■Erase  

■Blank ■Blank □Blank  ■Blank  

  ■Program  ■Program  

  ■Read ■Read ■Read ■Copy *1 

     ■Read 

備考 

 

 

E.P.R において、 Erase 後に Configuration Clear、 Read 後に

Configuration Setを実施します。 

 

 

 

  



 

16 

３．ターゲットシステムとの接続と専用コネクタ 

 

３－１．信号一覧表 

本定義体をご利用頂いた場合のターゲットプローブコネクタ端の信号表を示します。 

マイコン信号名 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの標準信号名 マイコン信号名 

ＳＷＣＬＫ ＳＷＣＬＫ １ １４ ＧＮＤ ＶＳＳ 

ＳＷＤＩＯ ＳＷＤＩＯ ２ １５ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 ＩＯ３ ３ １６ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 ＩＯ４ ４ １７ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 ＩＯ５ ５ １８ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 ＴＡＵＸ２ ６ １９ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 ＴＡＵＸ３ ７ ２０ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 ＴＡＵＸ４ ８ ２１ ＴＭＯＤＥ  

 ＶＣＣ ９ ２２ ＧＮＤ ＶＳＳ 

ﾏﾙﾁﾌﾟﾚｸｻ用信号 ／ＴＩＣＳ （１０） ２３ ／ＴＲＥＳ ／ＲＥＳＥＴ 

ＶＳＳ ＧＮＤ １１ （２４） ＷＤＴ 
ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞﾊﾟﾙｽ 

信号 

ＶＳＳ ＧＮＤ １２ ２５ ＴＶｃｃｄ ＶＣＣ 

 
ＰＲＯＢＥ 

ＳＥＬＥＣＴ 
１３    

ターゲットプローブ信号表（ＦＲＸ８４０） 

 
１．○ は、必ず接続頂く信号線です。 

２．（ ）は、必要な時のみ接続してください。 

３．○ も（ ）も印のない信号線はターゲットシステムの回路には接続しないでください。 

詳細については、弊社サポートセンタにお問い合わせください。 

４．各信号線のインタフェイス回路については、プログラマ本体の『Ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ  

Ｍａｎｕａｌ』をご覧下さい。 
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３－２．代表的な接続例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ターゲットシステムとの接続例 ＞ 

 

＊１ オプション機能です。 

  

 

Target System 

SWDIO 

SWCLK SWCLK 

SWDIO 

WDT 

VSS 

/TICS 

R7FS7G2 

VCC 

TVccd 

GND 

NET IMPRESS 

(1) 

(2) 

(10) 

(11,12,14,15,16, 

17,18,19,20,22) 

(25) 

(24) 

*1 

PHX400 

/TRES (23) 
/RESET 
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① “書き込みモード信号”など一部の書き込みに使用する信号がユーザシステムとの共用端子に定

義されている場合には、それらの信号のマルチプレクス回路をユーザシステムに実装してくださ

い。 

／ＴＩＣＳ信号は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのデバイスファンクション実行時にだけアサート 

される信号です。この信号によって共用端子に実装される信号切り替えを行います。 

マルチプレクス回路をユーザターゲットシステムにいれていただくことにより、／ＴＩＣＳが 

ネゲートされている時（デバイスファンクションを実行していない時）にＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ

が接続されていない（コネクタを外した）状態と同一の条件をつくることができます。 

書き込み制御に使われるこれらの信号が、フラッシュマイコンから制御用専用信号線として 

定義されるターゲットシステムでは、マルチプレクス回路は不要です。 
 
 
② ＷＤＴ信号端子には、ＷＤＴ Ｐｅｒｉｏｄで設定されたクロック信号がＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ 

より出力されます。（常時出力）（オープンコレクタ出力） 

フラッシュメモリ書き込み中に、所定のクロック信号が必要なユーザ回路へ接続しご利用くださ

い。 
 
 
③ ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでは、標準プローブ中に／ＴＲＥＳ信号を設けてあります。 

／ＴＲＥＳ信号は、ターゲットシステム内でワイヤードオアをとり、マイコンの／ＲＥＳＥＴ端

子に接続して頂けるよう、オープンコレクタ出力の信号としています。 
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３－３．制御信号波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ライタ仕様 

 TPR 200ms (min) 

 TRLW1 400ms (min) 

 TRLW2 100ms (min) 

 TRMS1 100ms (min) 

 TRMS2 50ms (min) 

 TRMH 50ms (min) 

 TRRS 100ms (min) 

 

“           ”は、Ｈｉｚを示します。 

＊１ ／ＴＲＥＳとＷＤＴはオープンコレクタ出力です。 

＊２ オプション機能です。 

  

※1 

TPR 

TRMH 

書き込みモード 

SWCLK 

SWDIO 

/TICS 

/TRES 

WDT 

TRMS2 

TRLW1 TRLW2 TRRS 

※２ 

※1 

※1 ※1 

TRMS1 

OCDID認証 
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【動作手順】 

 

①フラッシュプログラマの電源投入後、ターゲットシステムの電源を入れてください。 

プログラマは電源投入直後から／ＴＲＥＳをアサートし､ＷＤＴ信号の出力を開始します。 

 

②デバイスファンクションの実行によって／ＴＩＣＳがアサートされ、フラッシュプログラム用の通

信チャネルがターゲットシステム上でフラッシュプログラマ側に接続されます。 

（フラッシュプログラム用の通信チャネル及び、関連信号が他のユーザ回路から独立して常時フラ

ッシュプログラマに専有されるシステムでは、本信号による信号切り替えは必要ありません） 

 

③マイコンのプログラミングモードが起動され、規定の通信回線を使ってＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとの

通信を始めます。通信は、あらかじめ設定されている通信条件で行います。 

 

④デバイスファンクション終了後、／ＴＩＣＳをネゲートします。 

デバイスファンクション非実行中は／ＴＲＥＳは常にアサートし、ＷＤＴ信号は常時出力します。 
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４．ＩＤコードプロテクト機能 

 

４－１．概要 

本定義体の対象となるマイコンはＩＤコードプロテクト機能を備えております。Ｃｏｎｆｉｇｕｒ

ａｔｉｏｎ設定領域にＯＣＤ／シリアルプログラマＩＤ設定領域が存在し、書き込まれたデータがＩ

Ｄコードとして使用されます。 

認証に成功することで、マイコンへの接続が可能となります。 

ＣｏｎｆｉｇｕｒａｉｏｎＳｅｔ処理において、ＯＣＤ／シリアルプログラマＩＤ設定レジスタに書

込む事でプロテクト有効となります。 

※ＩＤコードの全バイトがＦＦｈの場合、プロテクト無効となります。 

 

 

４－２．ＫＥＹファイル 

認証データを拡張子が“＊．ＫＥＹ”となるファイルに格納します。設定ファイルはＹＩＭフォル

ダ内に唯一とし、２つ以上の設定ファイルを配置することはできません。 

ファイルのフォーマットはモトローラＳフォーマットとし、アドレスはＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ

設定領域のＯＣＤ／シリアルプログラマＩＤ設定を格納するアドレスとします。 

設定ファイルの作成にはＡＺ４８１（ＫＥＹファイルジェネレータ）をご利用ください。 

対象のアドレスはマイコンのマニュアルをご参照ください。 
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５．ＹＣＲファイル 

 

５－１．概要 

本定義体の対象となるマイコンは、Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ設定領域への書込み機能を備えて

おります。この領域への書込みデータは、別途ＹＣＲファイルを作成していただき設定するようにな

っております。 

 

５－２．設定方法 

設定ファイルは、拡張子ＹＣＲ（モトローラＳフォーマット）のファイルとし定義体のＹＩＭフォ

ルダ内に配置頂きます。設定ファイルはＹＩＭフォルダ内に唯一とし、２つ以上の設定ファイルを配

置することや、設定ファイルを配置していない状態でのご利用はできません。 

設定ファイルの作成にはＡＺ４８１（ＫＥＹファイルジェネレータ）をご利用ください。 

対象のアドレスはマイコンのマニュアルをご参照ください。 

 

ＹＣＲサンプルファイルは弊社より提供されます。 

 

 

＜ＡＺ４８１をご利用いただいた場合の作成例＞ 
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６．エラーメッセージ 

 信号線の接続やパラメータ設定の誤りに対して、デバイスファンクション実行時に、特別なエラ

ーメッセージを出力されます。 

 本章に記載されている以外のエラーメッセージは、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクション 

 マニュアルをご参照下さい。 

 

６－１．エラーメッセージ一覧 

 

エラーメッセージ エラー要因／対策 

1120 

DEBUG ENTRY ERROR 

要因 デバッグモードに入れませんでした。 

対策 

① マイコンとマイコンパックの互換性を確認してくだ

さい。 
② アダプタとマイコン間の配線長が長すぎると信号波

形が乱れる場合があります。できるだけ短く接続して

みてください。 
③ セキュリティが設定されていると定義体では処理で

きない場合があります。 

1121 

DEBUG RESET ERROR 

要因 マイコンのリセットができませんでした。 

対策 

① マイコンとマイコンパックの互換性を確認してくだ

さい。 
② アダプタとマイコン間の配線長が長すぎると信号波

形が乱れる場合があります。できるだけ短く接続して

みてください。 
③ セキュリティが設定されていると定義体では処理で

きない場合があります。 

1122 

SWD REQUEST FAULT xxx 

要因 

REQUESTパケットの応答にエラーが返されました。 

xxx はエラーが発生した際の処理内容により処理コード表

記載の値を表示します。 

対策 

① マイコンとマイコンパックの互換性を確認してくだ

さい。 
② アダプタとマイコン間の配線長が長すぎると信号波

形が乱れる場合があります。できるだけ短く接続して

みてください。 

1123 

SWD DATA ERROR xxx 

要因 

DATAパケットの送受信においてエラーが発生しました。 

xxx はエラーが発生した際の処理内容により処理コード表

記載の値を表示します。 

対策 

① マイコンとマイコンパックの互換性を確認してくだ

さい。 
② アダプタとマイコン間の配線長が長すぎると信号波

形が乱れる場合があります。できるだけ短く接続して

みてください。 
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エラーメッセージ エラー要因／対策 

1124 

SWD ERROR xxx 

要因 

通信エラーが発生しました。 

xxx はエラーが発生した際の処理内容により処理コード

表記載の値を表示します。 

対策 

① マイコンとマイコンパックの互換性を確認してくだ

さい。 

② アダプタとマイコン間の配線長が長すぎると信号波

形が乱れる場合があります。できるだけ短く接続し

てみてください。 

③ セキュリティが設定されていると定義体では処理で

きない場合があります。 

1125 

xxx FILE NOT FOUND ERROR 

要因 xxxファイルがありません。 

対策 xxxファイルを YIMフォルダに配置してください。 

1126 

MORE 2 xxx FILES 

要因 xxxファイルが複数存在しています。 

対策 
xxx ファイルを YIM フォルダに一つだけ配置してくださ

い。 

1127 

xxx FILE FORMAT ERR 

要因 xxxファイルのフォーマットが不正です。 

対策 

① xxxファイルの内容を確認してください。 

本定義体ではSレコード形式のみの対応となります。 

② xxxファイルに記述されたデータについて、マイコン

パックマニュアルを参照のうえ下記を確認してくだ

さい。 

(ア) アドレスがターゲット ROMの範囲内か。 

(イ) 一つのレコードが複数のブロックに跨っていな

いか。 

(ウ) アドレスのアラインが正しいか。 

(エ) データサイズに制限はないか。 

1128 

xxx FILE SIZE ERROR 

要因 xxxファイルのサイズが異常です。 

対策 xxxファイルの内容を確認してください。 

112A 

OCDID AUTH ERROR 

要因 認証に失敗しました。 

対策 
IDコードが不正な可能性があります。正しい IDコードが

設定された KEYファイルを使用してください。 

112B 

CONFIG CLEAR ERR 

要因 Configration Clearが実行できませんでした。 

対策 

Configuration Clear において消去するブロックが処理

範囲外となっています。 

書き換え領域をご確認ください。 
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エラーメッセージ エラー要因／対策 

1109 

DEVICE ERROR xxx 

要因 

デバイスファンクションの実行中にエラーが発生しまし

た。 

xxx はエラーが発生した際の処理内容により処理コード

表記載の値を表示します。 

対策 

①マイコンとマイコンパックの互換性を確認してくださ

い。 

②以下の項目を確認してください。 

(ア) マイコンの電源電圧を確認してください。 

(イ) 書き込みできない領域を持つマイコンがありま

す。データが書き込み可能な範囲にあることを

確認してください。 

(ウ) ＥＥＰＲＯＭの同一アドレスに対して複数回デ

ータを指定していないか。 

(エ) OTP 領域の書き換えはできません。既に書き込

まれていないか確認してください。 

112F 

UNEXPECTED ERR 

要因 
想定外のエラーです。このエラーが発生するとライタで

の制御は不可能となります。 

対策 弊社サポートセンタへお問い合わせ下さい。 

 

処理コード表 

コード 処理 

01  消去(Flash) 

02   ブランクチェック(Flash) 

03   書き込み(Flash) 

04   フルベリファイ(Flash) 

05   サムベリファイ(Flash) 

06   コピー(Flash) 

0F   初期化処理 

13   書き込み(Config) 

14   フルベリファイ(Config) 

16   コピー(Config) 

 

本章に記載のない、標準のエラーに関する詳細は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクション

マニュアルをご参照ください 
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７．ご利用上の注意 

 

① 本定義体は、弊社フラッシュマイコンプログラマ専用の定義体です。弊社、フラッシュマイコンプ

ログラマ（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳシリーズ）以外ではご使用にならないでください。 

 

② 本定義体は指定されたフラッシュマイコン専用のものです。 

他のマイコンへの書き込みには、書き込みを行うマイコン専用の定義体をご利用ください。マイコ

ンと定義体との対応を誤って使用すると、ターゲットシステムを破壊する恐れがあります。 

 

③ ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットシステムとのインタフェイスＩＣ（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ

内部ＩＣ）電源用に数ｍＡの電流をＴＶｃｃｄ端子より消費いたします。 

 

④ デバイスファンクション又は、ファンクション実行中には、定義体の脱着は、行わないでください。 

定義体アクセス中に、脱着してしまいますと定義体を破壊する恐れがあります。 

 

⑤ フラッシュマイコンプログラマは、定義体を実装した状態で動作します。 
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